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2019 年度農薬危害防止運動の実施について 

 

 

 農薬危害防止運動は、これまで農薬の安全かつ適正な使用及び保管管理の徹底に

大きな役割を果たしてきており、その実施について従来から格別の御配慮をいただ

いているところである。 

 また、農薬の飛散低減、住宅地等を含む周辺環境への影響を防ぐための対策等を

含めた農薬の適正使用に係る指導についても、御協力いただいているところである。 

 しかしながら、農薬の使用に当たっては、依然として、①土壌くん蒸剤施用後の

作業管理が十分でなかった事例、②周辺環境への配慮が十分でなかった事例、③住

宅地周辺や学校等公共施設での農薬使用に際しての周辺住民や施設利用者への周知

や配慮の不徹底等であった事例、④農薬の不適切な管理による誤飲事例及び⑤農薬

ラベルの確認の不徹底等に起因する農薬使用基準の違反事例が確認されている。 

 



 
 

 また、農薬の使用が原因と疑われる蜜蜂のへい死が確認されるため、養蜂関係者

と農薬使用者、農業団体等が情報交換等を通じて連携を密に行うよう、引き続き指

導を行っていく必要がある。 

さらに、平成 30 年 12 月 1 日に改正農薬取締法が施行され、再評価制度の導入等

により、最新の科学的知見に基づき評価された安全な農薬の確保・供給を図ること

としているが、生産現場で農薬の安全性を向上させるには、安全な農薬の確保・供

給だけではなく、農薬使用者が農薬の適正使用等に努めていくことが重要である。

今般の改正農薬取締法では、「農薬使用者は、農薬の使用に当たっては、農薬の安

全かつ適正な使用に関する知識と理解を深めるように努める（一部抜粋）」ことが

新たに規定されたところであり、国や都道府県においても、必要な知識の普及、農

薬の使用に関する情報提供等に努め、農薬使用者の自発的な知識・理解の向上や農

薬の適正使用を図っていく必要がある。 

  以上のような状況を鑑み、本年度においても、国及び地方公共団体の緊密な連携

の下、関係諸団体の協力を得て、別紙のとおり農薬危害防止運動実施要綱を定め、

農薬危害防止運動を全国的に実施することとしたので、貴職におかれても本運動の

実施について、特段の御配慮及び御協力をお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


